
キャンプ場で使用する薪はすべて自社生産

概 要

・ 生産から理想的消費を持続的につ
なぐ、キャンプ場と地場産木質エネ
ルギーの循環の仕組み。
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成 果

・ １～３次産業の複合的・重層的な取組は、現場に躍動感を生みだし「ワクワ
ク感」をエンドユーザーまで届けることができる。

・ キャンプ場の全宿泊施設に薪ストーブを設置し、地域の豊富な森林資源を活
用すべく自社内で薪の生産を始めた。地域山林から伐られた木が薪となり、採
暖や食事作り、大切な時間を作るために使われる。

・ 薪の生産から森林資源活用に着手し、建築製材、アーボリカルチャーを取り
入れた計画伐採、山の植生循環を促す養蜂など、地域自然の持続可能な保全に
も取り組んでいる。年間1.2tの蜂蜜を生産する養蜂業は、蜂箱設置が耕作放棄
地の活用にも繋り、地元農家と協力して加工食品の企画販売も行っている。

。 、 、・ 薪の自社生産以前は 46人だった 従業員数は 103人にまで拡大した １ ２
３次産業の様々な事業展開により、新卒の若者からセカン ドキャリアの高齢
者まで、移住者、地元含め幅ひろい人材を雇用している。


